令和７年度　第1回地域連携推進会議記録

日時：R8　年2月10日（火）13：30～
場所：体育館
参加者：利用者代表、利用者家族（後見人）、地域の関係者（町内会長）、市町村担当者（津山市）、事業所職員メゾンきさらぎ（所長・サービス管理責任者・生活支援員）
欠席者：福祉に知見のある人、経営に知見のある人
議題
1． 自己紹介
省略

2． 地域推進会議の目的
・①利用者と地域との関係づくり、②地域の人への施設棟や利用者に関する理解の促進、③サービスの透性・　　　質の確保、④利用者の権利擁護を目的とする。
・令和7年度より障がい者総合支援法により開催が義務化されている。

3． 施設の概要、支援内容について
・きさらぎの要覧、地域推進会議資料（別紙）に沿って、どんな利用者が生活して、どんな就労先に通い、どんな活動をしているか等を説明する。
・ＢＣＰ（事業継続計画）についても、例えば災害に対して備蓄食料、緊急連絡先、避難場所など普段から事が起こった際にどのようにすべきかを考えて決めている。（感染症等に対しても）

4． 情報交換
●町内会長～玉琳でもGHの女性に溝掃除に参加してもらっている。どんな作業でもと言うわけにはいかないからできる作業を残している。（例えば水の中に入るような仕事はしてもらっていない。）だんじりは今でも毎年利用者の男性が「参加させてほしい」と来られるが職員が付いて参加してくれるなら良いがそうでなければ責任が持てないので断っている。また、来られる男性は東松原に居住と思われるが玉琳に来る。
はいだ住居の中はどんな作りになっているのか知りたい。
●きさらぎ～食堂や風呂は共用だが、居室は個室です。
●町内会長～地域の人はGHの事をほとんど知らない。どんな人が住んでいるのか、どんな生活をしているのかＰＲが足りないのではないか。

５．地域連携推進員より（情報提供等）
●津山市～ひかりのＧＨの事ではないが、「近所の人には挨拶をしよう」と支援しているところもある。
●サビ管～障害特性によっては全く話さない人もいる。東松原のＧＨに住んでいるのに玉林町内会にだんじりに出たいと言ってくるのはおそらく、以前山王アパートの時に参加し良い思い出となっているのだと思う。
町内会長～はいだの女性たちがどんな人なのか良く分からないが、地域の行事に参加するのは大歓迎である。私は今年度で町内会長を退任する予定であるが、ＧＨの事については良く引継ぎをしようと考えている。町内会に対しても情報共有をして欲しい。
●所長～今は溝掃除などしか参加できていないが地域の行事にも今後はさらに積極的に参加しようと考えている。
●後見人～私は成年後見制度を利用している方の支援としてひと月に1回の面会と金銭管理をしている。
●津山市～利用者の方の小遣いはどのように管理しているのか。
●サビ管～ひかり学園の預かり金管理規定により管理している。利用者は必要に応じて少額の小遣いを手持ちしている。小遣いの額はその人の収入や生活の状況に応じて決めている。
●町内会長～地域として手助けできることはしていきたい。どんなことがして欲しいのか、施設の側から言って欲しい。行政はどうかかわっていくのか。
●津山市～相談支援専門員がおり、プランを立ててサービスを申請している。
●生活支援員～コロナ前はきさらぎでは地域交流として食事会や、そうめん流し等を各住居で開催し、近所の方を招待していた。しかし、今では社会の状況も変化してきており、その状況に合わせた新しい交流を考えていけばよいと思う。
●サビ管～ごく近所の方は良く知ってくれているが、すべての地域が知ってくれているわけではない。地区の総会にもなかなか出ることが出来ていない。出来ることから少しづつやっていきたい。
●利用者～（普段は何をして過ごしているかとの質問に）
休みの日には計画を立ててｲｵﾝや福力などに行くのが楽しみ。ごんごバスで行く。計画は自分たちで計画書を書いて、小遣いをもらって出る。
　　●町内会長～たとえば町内公会堂にでも来てもらって話の会を持つことが出来るか。⇒はい。
町内で理解を深めていく必要があると思う。
●所長～今回は第１回の地域連携推進会議であり、これをきっかけに地域の方と連携を深めていきたい。今後とも協力をお願いしたい。

6． その他

●施設見学
　※今回は時間の関係で実施せず。



